神戸モスク、ラビーウ･ル=アウワル

ハールーン･ヤフヤー氏の講義：4.イスラームはテロを非難します

イスラームはテロを非難します
　テロの正確な由来は何ですか？これが世界のアジェンダの一番の科目です。

残念ながら、イスラミック-テロという言葉も使われています。しかしこの重要な主張が大きな間違いです。

　なぜならば、イスラームは平和と寛容の宗教です。正確なイスラームには暴力が禁じられています。イスラームは人間と人間の間にまたは社会と社会の間に平和を促進します。ですから、イスラームという言葉とテロと言う言葉はいっさい一致しません。

まず、テロの意味を説明しましょう。ご存知のように歴史上様々な形でテロ活動が行われてきました。共産主義者団体、ファシスト団体またはラジカルや分離主義者の派閥はこのような活動の責任を担いました。彼らは言いたいことを聞かせるためにテロや暴力などを使って罪のない人々を殺しました。

　しかし、このテロリストたちはキリスト教、イスラームまたはユダヤ教の信者であっても彼らのことをイスラーム教徒のテロリスト、キリスト教徒のテロリストまたはユダヤ教徒のテロリストと呼ぶことも、同じく彼らの活動をイスラミックテロやクリスチャンテロと名づけることも正しくありません。

　すべての宗教では罪のない、潔白な人を殺すことが禁じられていて、殺す人は地獄へ行くと信じられています。宗教は愛、平和そして慈悲を命令しています。テロは宗教の正反対です；テロは無慈悲であって、流血と悲惨さだけを生み出します。良いことに導く宗教をよく理解すると、テロの原因が不信仰であることが明らかになります。“イスラミックテロ”と言う発想がイスラームのメッセージと矛盾します。そして、すべてのムスリムはこのような活動を引き止め、平和と正義のために頑張るべきです。

　一方で，テロは宗教思想に対する攻撃でもあります。テロの目的の一つは宗教を悪く紹介し、人々を宗教から切り離すことです。

　それでも、ある人は“宗教のためにやりました”と言えるかもしれませんが、実は、それが宗教思想をよく理解できなくて、宗教を正しく行わないと言う意味にしかなりません。

確かに、宗教を理解するための一番の方法はその宗教の源泉を詳しく調べることです。イスラームの源泉はクルアーンです。クルアーンは基本的には愛、道徳性、同情、謙遜、平和と寛容に基づいています。クルアーンには神様は道徳性を命令しています。イスラームと言う言葉自体も、アラビア語で平和と言う意味を持っています。イスラームは世界中の平和を目指しています。雌牛章：２０８に次のように述べられています；

“あなたがた信仰する者よ、心を込めてイスラーム（平安の境）に入れ。悪魔の歩みを追ってはならない。本当にかれはあなたがたにとって公然の敵である。（雌牛章：２０８）

ムスリムは相手がイスラームを信じるか信じないかを観ないですべての人間に、クルアーンの教えの通り、やさしく接するべきです。貧しい人々を助けることも罪のない人をテロや暴力などから守ることもムスリムの役割です。

　憎しみと怒りは悪事の種です。しかし信者は相手との関係には感情を混ぜないで、冷静に考えるべきです。相手がどんなに敵であっても信者は以下の章にも説明されるように公正になるべきです；

あなたがた信仰する者よ、アッラーのために堅固に立つ者として、正義に基づいた証人であれ。人びとを憎悪するあまり、あなたがたは（仲間にも敵にも）正義に反してはならない。正義を行いなさい。それは最も篤信に近いのである。アッラーを畏れなさい。アッラーはあなたがたの行うことを熱知なされる。（クルアーン　５：８）

このように人々は敵の人にさえ尊敬を示します。かれらの態度は他の人を神様の正しい道に導くかもしれません。

　もう一つの説明するべき言葉が“ジハード”です。“ジハード”の意味は“努力”です。イスラームには“ジハードを行う”と言うと“努力する、頑張る”と言う意味になります。預言者ムハンマドの言葉によると“一番大きなジハードは人間の自分自身に対するジハードです。”つまり人間のわがままなところに対する努力です。

　思想的な面で努力することもジハードになります。これの目的は平和，平等そして公正を拡げることです。ジハードの“戦う”と言う意味もありますが、クルアーンによるとこの戦いがただ自衛のためであるべきです。

　つまり、ジハードという言葉を罪のない人に対する活動や攻撃の名前としてあるいはテロの同意語として使うことはいっさい正しくありません。

　実は、西洋文明に基づいたキリスト教とユダヤ教はイスラームとぶつかるところがなくて、逆に三つの宗教の間には素晴らしいバランスがあります。

　クルアーンに、ユダヤ人とキリスト教徒が“経典が与えられた民族”と名づけられます。なぜならば、両宗教にも神様から経典が与えられたからです。イスラームのかれらに対する見方は極めて公正であわれみ深いです。クルアーンには以下のように述べられています；

“…またあなたは信仰する者に一番親愛の情を抱いているのは、「わたしたちはキリスト教徒です。」と言う者であることを知るであろう。これはかれらの間に、司祭と修道士がいて，かれらが高慢でないためである。（クルアーン　５：８２）

　一方で、平和を実現するために思想的な面で戦うまたは努力する必要があります。人類が堕落しないために神様はすべての信者に助け合いを次のように命令します。

“信じない者たちもお互いに守護しあっている。あなたがたがそうしないならば、地上の治安は乱れて大変な退廃が起ころう。（クルアーン　８：７３）

講義は、「5.宇宙の創造と世界の週末」へ続きます。
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